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普及・技術支援等の概要

　林産試験場では，研究の普及や企業等に対する技術支援に取り組んでいます。

○重点的に普及を図った成果

　カラマツ大径材の生産システム，内装用準不燃タモ材，圧縮木材を応用した床製品，北海道型木製ガードレー

ル，木製遊具，地域材の利用による経済波及効果，育苗培土，木質熱処理物の応用などを重点に普及を図りま

した。

○展示会等への出展などによる普及

　北洋銀行ものづくりテクノフェア，ジャパンホームショー，ビジネスＥＸＰＯ，アグリビジネス創出フェア

（札幌）などに出展しました。

○外部団体等への協力・連携

　外部機関が木材利用の普及などのために行うイベントに対し，後援やその内容に合わせた当場所有展示物の

貸し出しなどの協力を行っています。24 年度は南極フロンティア展実行委員会，コープさっぽろ，北の森林

と健康ネットワークなどに協力しました。

　また，「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の施行により公共建築物の木質化を推進す

る道内自治体等に対し，木材利用に関する技術的な助言を行いました。

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は，林産試験場が道内各地に出向き，研究成果を普及するとともに技術的課題などを聞き取り研究に

反映させていく取り組みで，平成 15 年度から行っています。企業等への支援において，効果的かつ重要な取

り組みとして実施しています。

　具体的には，林産試験場が各地域の「フロントランナー企業」を中心に巡回訪問し，各企業の経営者や技術

担当者と面会し情報交換を行っています。24年度は，述べ10日間，延べ15の団体等に対し成果普及や技術課題・

研究要望の聞き取りを行いました。

　また，木材利用の基本である木材乾燥技術について，全道の担当者の技術力を底上げするため，林産試験場

が各地に出向いて講習する「木材乾燥技術セミナー」を本事業の一環として実施しました（詳細は，後述の「行

事等の開催による成果普及」を参照）。

　事業実施に際しては，各振興局の林務課や森林室と企業情報・地域課題等を共有するなど連携を図っていま

す。
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　　参加者数：254 名

　① 口頭発表

＜木材利用の活動報告＞座長：水産林務部森林環境局森林活用課総括普及指導員兼主幹　小野寺英美

・道南スギの循環利用に向けた取組　　　　　　　　　　オホーツク総合振興局西部森林室　坂下　勉

・地域材の活用に向けた庁舎内装木質化の取組について　　　　　釧路総合振興局林務課　佐野弥栄子

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札鶴ベニヤ ( 株 ) 恋問工場　金子　勝紀

＜森林資源の総合利用＞座長：利用部長　真田　康弘

・糖尿病をターゲットとしたトドマツ樹葉由来機能性食品素材の開発

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用部微生物グループ　佐藤真由美

・木質バイオマス燃料の品質を向上させる 　　　　　　　利用部バイオマスグループ　山田　敦

＜道産建築用材の需要拡大＞座長：技術部長　斎藤　直人

・道産針葉樹材を用いた内装材の見た目の好ましさの評価　　　技術部製品開発グループ　松本久美子

・道産カラマツを用いた土台用単板集成材の開発 　　　技術部生産技術グループ　 大橋　義德

＜安全・安心・快適な高付加価値製品の開発＞座長：性能部長　前田　典昭

・地域材を用いた防火木材の開発 　　　　　　　　　性能部耐久・構造グループ　 河原﨑政行

・安心安全な木製ハイブリッド遊具の開発 　　　　　　　性能部居住環境グループ　小林　裕昇

・安心安全な木製ハイブリッド遊具の開発　－ライフサイクルコストと経済波及効果－

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用部マテリアルグループ　古俣　寛隆

　② 展示発表

・道産カラマツを用いた土台用単板集成材の開発　―強度性能―

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　古田　直之

・道産カラマツを用いた土台用単板集成材の開発　―長期性能―

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部生産技術グループ　松本　和茂

・道産カラマツを用いた土台用単板集成材の開発　―接合性能―

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性能部耐久・構造グループ 　戸田　正彦

・道産カラマツを用いた土台用単板集成材の開発　―保存性能―

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性能部耐久・構造グループ　宮内　輝久

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 独 ) 森林総合研究所　大村和香子

・積雪寒冷地域における塗装木材の耐候性能 　　　　　　　性能部居住環境グループ　伊佐治信一

研究成果発表会

　『平成 25 年北海道森づくり研究成果発表会（木材利用部門）』

　林産試験場では，その年度の業績を広く公表する場として，平成 4 年度（平成 5 年 3 月）から研究成果発表

会を開催しています。平成 16 年度からは，北海道および林業試験場との共催のかたちで「北海道森づくり研

究成果発表会」に発展させて開催し，全道の各振興局林務課や森林室，森林管理局，市町村，企業，団体等か

ら発表を募り，木材をはじめ森林資源の利用技術について広く情報を交換しています。

　平成 24 年度を中心にした研究成果を公知させるため，標記発表会を次のとおり開催しました。

　

　　日　　時：平成 25 年 4 月 18 日（木）10:30 ～ 16:05

　　場　　所：旭川市大雪クリスタルホール　大会議室，レセプション室（旭川市神楽 3 条 7 丁目）
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・強制腐朽処理による柱脚接合部の評価 　　　　　　　　　 性能部耐久・構造グループ　野田　康信

・道産材を用いたツーバイフォー製材の強度性能 　　　技術部生産技術グループ　大橋　義德

・大スパンを実現する高性能な組立梁の開発　　　　　　　　 技術部生産技術グループ　大橋　義德

・畜舎の木造化推進に向けた取り組みについて 　　　　　企業支援部普及調整グループ　北橋　善範

・機能性家具の開発とその効果 　　　　　　　　　　　　　　性能部居住環境グループ　秋津　裕志

・景観資材としての木製ガードレールの評価 　　　　　　　　技術部製品開発グループ　今井　良

・人工林広葉樹材の材質について 　　　　　　　　　 利用部マテリアルグループ　大崎　久司

・道産キノコの新用途開発　―利用方法と選抜・加工技術―　　　利用部微生物グループ　米山　彰造

・ＤＮＡマーカーで森林土壌中のマツタケ菌を探す 　　　　 利用部微生物グループ　宜寿次盛生

・短伐期収穫ヤナギからの機能性オリゴ糖の製造 　　　 利用部バイオマスグループ　関　一人

・パルプリジェクトを用いたバイオエタノールの製造 　　 利用部バイオマスグループ　岸野　正典

・道産針葉樹（カラマツ・アカエゾマツ）の突板による建材商品化

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札鶴ベニヤ ( 株 ) 恋問工場　金子　勝紀

・地材地消推進活動の取組による波及効果について　　　　　　　空知総合振興局森林室　外岡　雄一

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伊藤　裕子

・日高管内における第一次産業での地域材利用事例 　　　　　　 日高振興局森林室　野中　俊一

・木製暗渠排水管の耐久性の検証 　　　　　　　　　　 上川総合振興局北部森林室　勇　内次

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。

行事等の開催による普及
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木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，振興

局や振興局森林室ほか各種団体が主催したイベント等に展示パネル等を貸し出しました。

出展協力した展示会・イベントの概要

行事等への参加による普及
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木のグランドフェア

　平成 4 年度から ( 一社 ) 北海道林産技術普及協会との共催により林産試験場内で行っていたイベントは，6

年度から「木のグランドフェア」と改称されました。木のグランドフェアは，一般道民の木製品に対する理解

の向上と木材の利用拡大を目的に，「木と暮らしの情報館」とログハウス「木路歩来（ころぽっくる）」を活用

した地域貢献事業として実施しています。

　24 年度の「第 21 回木のグランドフェア」は，以下の内容で 7 月 28 日 ( 土 ) から 10 月 8 日 ( 月 ) まで開催し ,

期間中の入場者は約 4,000 人でした。

木のグランドフェアの内容

研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）学会等での研究発表

　学会およびその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含みません）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 24 年 4 月～ 25 年 3 月掲載）

　林産試験場報第 542 号の発行およびその他刊行物への投稿状況は次のとおりです（一部外部機関が筆頭のも

のを含みます）。
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　林産試験場ホームページ（http://www.fpri.hro.or.jp/）により，最新の研究成果や普及・技術支援情報

を発信したほか，新たに，木と暮らしの情報館ホームページ「木の情報検索ページ」（http://kitokurashi.

fpri.hro.or.jp/）の運用を開始しました。

　林産試験場ホームページの 24 年度更新回数は 114 回，主な新規・更新情報は次のとおりです。

○研究について（平成 24 年度試験研究課題，成果品ギャラリー 2011）

○技術支援制度のご案内（依頼試験・分析・鑑定・設計手数料の改定，設備使用料の改定）

○刊行物＆データベース（林産試だより 2012 年 4 月号～ 2013 年 3 月号，平成 23 年度年報，場報 542 号）

○マニュアル・特集（木製サッシフォーラム 2012，技術相談・回答事例集『Q&A　先月の技術相談から』，

　安全・   安心な乾燥材の生産・利用マニュアル，カラマツ大径材木取りプログラム）

○林産試験場のすがた（木と暮らしの情報館ホームページ「木の情報検索ページ」へのリンク，入札情報）

研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。
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視察・見学

　24 年度の視察・見学者数および視察・見学者に対して行った講義は，次のとおりです。
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技術指導

　24 年度の技術指導は 111 件，延べ 229 人でした。項目別には次のとおりです。

技術相談

　24 年度の技術相談数は 724 件でした。部門別には次のとおりです。
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依頼試験

　24 年度の依頼試験は，木材工業関連企業等からの依頼により，サッシの性能試験，集成材の性能試験，木

質材料の防火試験など 64 項目 73 件の試験及び分析 ･ 鑑定を行いました。

技術研修

　24 年度の技術研修の受講者は 2 名でした。内容，期間は次のとおりです。

設備使用

　24 年度の木材工業関連企業等による林産試験場の機械設備などの使用件数は 70 件，延べ 268 時間（75 日）

でした。主な使用機械は，燃焼発熱性試験装置，分光光度計，原子吸光分光光度計，気密・水密試験装置など

です。
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場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。24 年

度の委嘱状況は次のとおりです。年度中に委員等を交替している場合は後任者を記載しました。


